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参加者：大人 13 名 子ども 1 名 天気：晴れ 

 

 

里山の家のそばのクスノキの幹にイボバッタがじっとしていました。シラヒゲハエトリは絶え間なく歩き回

り、顔の前で一対の触肢を時々動かしていました。イタドリは雌雄異株とのことで、これは雄株でした。 

カマキリの成虫が見つかり、子どもが虫網で捕らえて虫カゴに入れました。ヤブガラシは雌雄同株ですが、

花が咲いてしばらくするとおしべが落ちてめしべが発達し、その色もオレンジからピンクに変化するという

興味深い説明を聞きました。ズボンにくっついていたイモムシが、その時は何の幼虫かわからずどの植物に

戻せばいいか分からなかったのですが、調べるとチャバネセセリの幼虫で食草はイネ科とわかりました。 

 

クズの葉にはたくさんの食痕がありコフキゾウムシが見つかりました。タラノキをよく見るとその葉には

3mm に満たない甲虫が数えきれないほどついていました。甲虫に詳しい参加者がその場で調べてドウガネ

ツヤハムシと教えてくれました。道沿いのササにチュウゴクアミガサハゴロモの成虫がとまっていました。 

大きくなってきたジョロウグモの網も多く見かけました。ママコノシリヌグイとイシミカワの違いが久しぶ

りに取り上げられました。ママコノシリヌグイの葉柄は葉の端に続いていて、イシミカワの方は葉柄が端で

はなく葉の中に入り込んでいるという特徴があります。実の様子でも簡単に見分けられるとのことです。 

 

  

 

8 月の最終週には落ち着いていた気温ですが、9 月に入ると猛暑日が復活、この日も観測史上最多日数を
更新しました。熱中症にも引き続き注意が必要でしたが、印象深い生きものとの出会いに恵まれました。 

 

イボバッタ イタドリの雄花 シラヒゲハエトリ 
 

ジョロウグモ ママコノシリヌグイ 
 

イシミカワ 

コフキゾウムシ 
 

ドウガネツヤハムシ チュウゴクアミガサハゴロモ 
ノキ

カマキリ 
 

チャバネセセリの幼虫 ヤブガラシの花 
 

※Facebookも見てください！「平和公園自然観察会 Facebook」で検索・または⇒ 

http://heiwakoen.sakura.ne.jp/sizen-kansatukai/


先月花がらやつぼみを観察したカラスウリはいくつもの実がなっていて、すでにオレンジ色に色づいたも

のもありました。道沿いにはツルマメの花も見られました。ツルマメは大豆の原種とのことで実を食べる

こともできるそうです。ワカバグモを見つけてよく見るとハチらしき昆虫を捕らえているところでした。 

 

男の子が虫網で捕らえたオオシオカラトンボを見せてくれました。田んぼの周辺ではキツネノマゴが小さ

な花をつけていました。大型のガであるヤママユが田んぼの鳥よけの網に内側からつかまっていました。

網から出られない様子だったので、観察会の代表が救出しようと田んぼの中に入っていきましたが、一旦

イネの間に落ちたように見えたヤママユは、再び飛んで網の目を抜けて遠くへ飛び立ってしまいました。 

 

 

この日はキノコの大好きな女性の参加者からたくさんの種類のキノコを紹介してもらいました。最初に観

察したホコリタケの幼菌はまだ小さなサイズでしたが成熟すると色が変わり、傘の中央に空いた穴から胞

子を飛ばすようになるとのことです。林間ではイグチ科のキノコをいくつか見ることができました。キク

バナイグチは柄の色が赤みを帯びていました。成熟したもの傘は分厚く広がっていました。キイロイグチ

は鏡を下に置いて傘の内側にヒダがなくスポンジ状になっているのを確認しました。ドクツルタケの仲間

は柄の途中につばがあり、深いひだがありました。田んぼの南側の草むらで見かけたニオイワチチタケは

手のひらで覆って鼻を近づけて匂いを嗅ぐと、スパイシーな香辛料のような香りがしました。 

観察項目(観察順): オオウラジロノキ,キマダラカメムシ,ハエトリグモの仲間,イボバッタ,ヨコヅナサシガメの

幼虫,シラヒゲハエトリ,キンエノコロ,イタドリの雄花,イボタノキ,ウスバキトンボ,ナナホシテントウ,カマキ

リ,ヤブガラシの花,チャバネセセリの幼虫,コフキゾウムシ,ドウガネツヤハムシ,イトトンボの仲間,タラノキの

花,クルマバッタモドキ,マメガキ,ママコノシリヌグイ,チュウゴクアミガサハゴロモ,ホコリタケの幼菌,キバラ

ヘリカメムシ,ミズヒキ,ジョロウグモ,イシミカワ,カラスウリ,カラスウリの虫こぶ,ツルマメ,アキノノゲシ,ヤ

ブラン,ワカバグモ,イグチ科のキノコ,ドクツルタケの仲間,キクバナイグチ,ヒナノヒガサ,ムラサキヤマドリタ

ケ,カワラタケの仲間,サトキマダラヒカゲ,イネ,ヤママユ,オオシオカラトンボ,コテングタケ,ニオイワチチタ

ケ,ドクベニタケ,イネの止葉,オオオナモミ,キツネノマゴ,アリの巣,ツクツクボウシの声 

2024 年 9 月 

オオシオカラトンボ 田んぼの網の中のヤママユ 
 

キツネノマゴ 

カラスウリ ツルマメ ハチを捕食中のワカバグモ 

イグチ科のキノコ 

ホコリタケの幼菌 キクバナイグチ 

ドクツルタケの仲間 

ニオイワチチタケ キイロイグチ 


